






























































































































































































































































































































































































かない! 正確には，“I would prefer not to”という決め台詞を吐き続ける。こうして「働く」から
切り離されて生きる，という「Xへの疎外」以前の「生」をそのまま示すのだ。
　労働によって不可逆な人生の時間を切り売りするのは人生を豊かにするためではなかったの
か。その当の労働が人生の時間をそのまま削り取っていくだけのために使われ，生物的な最低限
の必要をさえ保証し得ないのだったら，それでも労働に尊厳があるのだろうか。こうした事態
が，現実のものとなってしまっている時，私達は，労働を売買の対象から外そうと考えたカー
ル・ポランニーの警告を思い出すべきだろう。
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